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(1)女性のワーキング会員特集 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
(2) ワーキング活動特集 
 
 
 
 

ＣＮEＴで得た一期一会    梅津 裕美 

「梅津先生宜しくお願します！」児童の挨拶から始ま

るパソコン授業も早いもので 5 年目となります。１年

から６年までの児童と接していると、慌しく走り抜け

た子育て時代のおさらい気分になったりもします。低

学年の時、矢継ぎ早に「どうするの？」と頼っていた

児童らが、高学年になるにつれ試行錯誤しながらやり

方を見つけ出す子、「ここどうするんですか」と人懐

っこく聞く子、と夫々に個性が見えて微笑ましい限り

です。 

明日への元気        佐藤 紀子 

「久しぶり～！」普段なかなか会えないメンバーと事

務所でばったり顔を合わせ、お茶を頂きながら情報交

換をする… そんなちょっと嬉しいひととき。 

パソコンという目的を同じにしたメンバーと、そこ

からさらに輪を広げ、世界を広げていく。今の私には

そんな時間がかけがえのないものになっている。人と

人との繋がりが CNET の今の発展に繋がっていると

も信じている。 

さあ、明日は誰に会えるかな～と。 

会の歩みの中で       根元 直子 

IT をまちづくりに活かすという会の趣旨に賛同し、

創設から関わっています。会の歩み始めと両親他界に

よる実家崩壊が重なり、会の運営が苦境にたち活動の

場を模索していた時期は、会が壊れず続いて欲しいと

微力ながら小学校支援ボランティアなど様々な活動

に参加しました。PC 講座サポートは、PC を学びたい

と話していた父の望みを手伝っているようで、心が癒

されます。活動を通じての出会いを楽しく有意義に感

じています。 

スローライフを楽しむ    広田 和子 

壊れてしまったパソコンを直して頂いたのがご縁

で CNET の会員になり４年が経ちました。その間、

様々な事にチャレンジさせて頂きました。小学校支

援を始め IT 講習会のサポート、インターネット美術

館の掲載受付、通行量調査等々、CNET に出会わな

ければ体験出来なかった事ばかりです。お陰様で楽

しいスローライフを送らせて頂いています。こんな

機会を与えて下さった CNET に本当に感謝してお

ります。 

インターネット美術館     村山 尚子 

入会時に内田代表より会の活動を紹介された際、特

に興味を引かれたのが「インターネット美術館」でし

た。一般の方々の作品がとても見易く紹介されていて

私はすぐさまその中のある作品に心惹かれ、その作者

のホームページへとリンクし個展開催を知り、画廊で

鑑賞することが出来ました。「インターネット美術館」

は世界にひとつしかない芸術作品を大切に扱っている

貴重なページです。今後私も何らかの形でご協力でき

たらと思います。 

喫茶コーナーを担当   大和田 かおる 

 入会してからちょうど 1 年。パソコン講座のサポ

ート、そして 5 月からは学校支援のお仕事をするこ

とになり特に学校支援は不安と緊張でドキドキしな

がら活動を開始しましたが、授業を通して可愛い子

供達と接する機会ができ、今は楽しく活動ができる

ことを嬉しく思っております。また、事務所の喫茶

コーナーも担当していますが、皆さんに楽しんでい

ただけるよう充実した喫茶コーナーにしていきたい

と思います。 

己のレベルを知る       月岡 秀夫 

 PC は知る程に奥の深さに驚く、それを乗り越え PC

を生かし生活をエンジョイしようと入会 6 年に入っ

た。コミュニケの場に顔を出すものの WG を支援す

る程の力量に至らず、会員のスキルアップの為の WG

短期入門３コース( Blog,HP,VBE)を受講したのみで

あるが古希を過ぎて全く新たなジャンルの取組は

中々普段の生活に溶込めずにいるのが実情で情けな

い。今はいつぞやの「ちゃろんの会」が懐かしい。 

俳句の楽しさ         横嶋 光夫 

私が俳句を始めたのは、内田代表のお誘いにより句

会に参加したのが第一歩で、齢は後期高齢者の線引き

を四、五歳すぎておりました。最初はやる程に限界を

感じ、表現の苦しみを味わう苦吟でした。しかし俳句

は五、七、五の十七音に限定された表現形式で、古い

ようで新しい、狭いようで広い、浅いようで深い、不

自由のようでいて自由な形式であると思います。「百聞

は一見にしかず」先ずやってみると、自分の世界が広

くなり楽しいものになりました。 


